
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
原
中
也
記
念
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
試
み

中
原
中
也
記
念
館
と
の
連
携
お
よ
び
遠
隔
授
業
ポ
ー
タ
ル
の
有
用
性
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は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
、
世
界
は
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
中
国
・
武
漢
か
ら
始
ま
っ
た

Covid-19

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
と
表
記
）
感
染
は
全
世
界
に
急
速
に
拡
大
し
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
続
け
、
未
だ
収
束
の
気
配
は
見
え
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
が
な
い
状
態
で
、

無
症
状
・
発
症
前
患
者
か
ら
感
染
す
る
点
、
感
染
力
が
強
い
点
、
遺
伝
子
変
異
を
繰
り
返
す

点
か
ら
、
有
効
な
手
立
て
は
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
全
世
界
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

全
力
で
戦
っ
て
お
り
、
新
し
い
生
活
様
式
の
元
、
様
々
な
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
て
い
る
。

山
口
大
学
は
四
月
一
四
日
か
ら
遠
隔
授
業
の
み
を
行
い
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

（
五
月
二
五
日
）
、
第
一
波
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
六
月
一
九
日
か
ら
、
同
大
学
の

定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
許
可
さ
れ
た
授
業
の
対
面
授
業
が
可
能
と
な
っ
た
。１

今
年

の
一
年
生
は
対
面
に
関
わ
る
行
事
が
殆
ど
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
様
々
な
制
約
が
設

け
ら
れ
、
高
校
生
の
時
に
思
い
描
い
た
大
学
生
活
と
は
か
け
離
れ
た
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
制
約
の
中
、
記
念
館
に
訪
れ
る
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
可
能
で
あ
る
か
模
索
し
、
中

原
中
也
記
念
館
（
以
下
中
也
記
念
館
と
表
記
）
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
元
で
滞
り
な

く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
模
索
の
結
果
、
全
て
が
対
面
授
業
に
戻
っ
た
後
で
も

有
効
な
方
法
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
授
業
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
機

会
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
以
下
、
七
月
一
七
日
に
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
践
報
告

を
行
い
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
一
つ
の
可
能
性
を
述
べ
て
み
た

い
。

一

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
現
へ
の
準
備
過
程

「
中
原
中
也
記
念
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
け
る
オ
ム
ニ
バ

ス
担
当
分
（
七
月
一
七
日
・
九
〇
分
一
回
）
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
発
想
を
得
た
の
は
、

稿
者
が
四
月
に
山
口
大
学
に
着
任
し
た
際
に
お
け
る
国
語
科
・
中
野
伸
彦
教
授
の
助
言
（
前

任
者
が
同
授
業
で
中
也
記
念
館
に
学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
い
た
）
に
よ
る
。
中
也
記
念
館
で

は
「
教
科
書
で
読
ん
だ
中
也
の
詩
―
思
い
出
の
一
篇
」
（
以
下
「
教
科
書
〜
」
と
表
記
）
と

い
う
テ
ー
マ
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
二
月
一
四
日
〜
二
〇
二
一
年
二
月
一
四

日
）
。
国
語
科
教
員
を
目
指
す
学
生
に
ぴ
っ
た
り
の
展
示
で
あ
り
、
是
非
学
生
に
閲
覧
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。
四
月
は
じ
め
の
段
階
で
は
通
常
授
業
を
行
う
予
定
で
い
た
が
、
四

月
一
四
日
か
ら
遠
隔
授
業
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
記
念
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
現
は
不

可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
六
月
一
九
日
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
満
た
し
た
対
面
授
業
が
再

開
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
十
二
名
と
い
う
受
講
生
の
人
数
か
ら
、
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
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た
場
合
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
可
能
で
は
な
い
か
と
再
考
し
、
実
現
へ
の
模
索
を
始
め
た
。

第
一
に
行
っ
た
の
は
、
受
講
者
の
参
加
の
意
思
の
確
認
で
あ
る
。
六
月
九
日
、
受
講
者

（
国
語
科
一
年
）
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
使
い
、
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
中
也

記
念
館
に
行
く
こ
と
に
対
す
る
参
加
の
意
思
を
尋
ね
た
。
こ
こ
で
は
感
染
に
対
す
る
不
安
が

あ
る
人
が
い
る
な
ら
行
わ
ず
、
不
安
を
感
じ
る
な
ら
正
直
に
書
い
て
欲
し
い
と
注
記
し
て
い

る
。
三
日
後
の
六
月
一
二
日
、
全
員
か
ら
参
加
の
意
志
を
メ
ー
ル
で
確
認
し
た
。
こ
れ
ま
で

こ
の
よ
う
な
行
事
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加
に
積
極
的
な
言
葉
が
多
か
っ
た
。

第
二
に
、
中
也
記
念
館
に
十
二
名
の
学
生
の
入
場
が
可
能
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
っ
た
。

中
也
記
念
館
・
中
原
豊
館
長
は
研
究
会
等
で
面
識
が
あ
っ
た
た
め
、
六
月
十
二
日
に
館
長
に

実
現
可
能
か
ど
う
か
の
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。
そ
の
際
、
十
二
名
の
入
場
の
可
否
、
当
日
の
学

芸
員
の
解
説
の
可
否
、
お
よ
び
解
説
に
つ
い
て
の
一
つ
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
提
案
と
は
、

事
前
に
稿
者
が
学
芸
員
の
解
説
を
動
画
で
取
り
、
遠
隔
授
業
ポ
ー
タ
ル
で
予
習
と
し
て
流
す

と
い
う
方
法
で
あ
る
。

山
口
大
学
で
は
、
「
遠
隔
授
業
ポ
ー
タ
ル
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
授
業

履
修
者
だ
け
が
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
動
画
配
信

が
可
能
で
あ
り
、
稿
者
はZoom

授
業
や
対
面
再
開
後
の
授
業
（
ビ
デ
オ
で
授
業
を
録
画
し

た
）
で
、
連
絡
が
あ
っ
た
人
に
の
みU

RL

を
教
え
、
授
業
動
画
を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
き
た
。Zoom

授
業
の
場
合
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
う
ま
く
受
講
で
き
な

い
場
合
が
毎
回
必
ず
複
数
出
て
い
た
こ
と
、
対
面
授
業
の
場
合
は
、
対
面
授
業
が
不
安
な
学

生
に
遠
隔
授
業
を
受
け
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
だ
け
で
な
く
、
教
育
実
習
に
行
く
が
授
業
を

受
け
た
い
と
望
む
学
生
や
コ
ロ
ナ
で
な
く
と
も
体
調
不
良
の
際
に
学
校
に
行
く
こ
と
を
自
粛

す
る
学
生
が
い
た
た
め
で
あ
る
。
全
員
にU

RL

を
教
え
な
か
っ
た
の
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
授
業
に
集
中
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
受
講
者
に
好
評
で
あ
り
、

今
度
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
動
画
配
信
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
有
効
と
考
え
、
解
説
動
画
の
撮
影
に
つ
い
て
の

提
案
を
行
っ
た
。

十
二
名
の
学
生
入
場
、
お
よ
び
解
説
動
画
撮
影
に
関
し
、
中
也
記
念
館
で
会
議
が
行
わ
れ
、

次
の
よ
う
な
条
件
で
の
実
施
許
可
が
出
た
。

１
、
中
也
記
念
館
は
、
館
内
滞
在
三
十
名
以
下
、
同
時
入
館
五
名
程
度
ま
で
と
い
う
制
限

を
設
け
て
い
る
。
十
二
名
の
場
合
、
時
間
差
入
館
お
よ
び
入
れ
替
え
制
で
、
一
階
展
示
室

（
「
教
科
書
〜
」
）
を
教
員
と
と
も
に
見
学
、
二
階
展
示
室
（
企
画
展
１
「
〈
汽
車
が
速
い

の
は
よ
ろ
し
い
〉
―
中
也
の
詩
と
乗
り
物
」
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
五
日
〜
一
一
月
一
五
日
、

以
下
「
乗
り
物
」
と
表
記
）
を
自
由
見
学
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
形
で
の
閲
覧
と
す
る

こ
と
。

２
、
学
芸
員
の
解
説
は
密
集
の
状
況
を
生
み
出
す
の
で
当
面
の
間
実
施
し
て
い
な
い
。
録
画

し
た
形
は
初
め
て
だ
が
、
会
議
の
結
果
、
可
と
な
っ
た
。
担
当
は
池
田
誠
学
芸
員
で
あ
る
。

１
の
条
件
は
ク
リ
ア
で
き
そ
う
で
あ
り
、
２
の
解
説
録
画
の
許
可
か
ら
、
動
画
を
予
習
の
形

で
組
み
込
む
こ
と
で
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
判
断
し
、
実

行
す
る
た
め
の
行
動
を
開
始
し
た
。

二

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
の
定
義

上
条
晴
夫
氏
に
よ
れ
ば
、２

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
」
の
定
義
は
「
自
由
感
の
あ
る

「
活
動
」
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
関
心
・
意
欲
・
態
度
を
基
礎
と
し
た
主
体
的
な
学
び
の

力
を
育
て
る
」
こ
と
で
あ
り
、
基
本
構
造
は
、
説
明
（
導
入
）
、
活
動
（
展
開
）
、
ふ
り
返

り
（
終
末
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次
の
記
述
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
制
約
が
む
し
ろ

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
」
と
し
て
成
立
す
る
状
況
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

 

最
初
に
「
活
動
の
ル
ー
ル
」
を
明
確
に
説
明
し
た
ら
、
あ
と
は
、
で
き
る
だ
け
介
入
し

な
い
よ
う
に
努
力
す
る
。
学
習
者
の
「
自
由
感
」
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

学
習
者
は
「
活
動
の
ル
ー
ル
」
を
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ル
ー
ル
の
範
囲

内
で
、
自
分
な
り
の
「
試
行
錯
誤
」
を
く
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
」
と
考
え
を
め
ぐ
ら
す
。
教
師
が
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
方
法
も
試
み
る
。

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
で
は
、
そ
う
し
た
活
動
の
試
行
錯
誤
を
「
思
考
の
跡
」
と

し
て
「
ふ
り
返
り
」
の
活
動
を
す
る
。
体
験
的
な
学
び
を
言
葉
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
学
習
化
」
を
は
か
る
。３

以
下
、 

説
明 

を
配
信
動
画
と
記
念
館
入
館
ま
で
の
説
明
、 

活
動 

を
当
日
の
記
念
館
で

の
活
動
、 

ふ
り
返
り 

を
レ
ポ
ー
ト
作
成
で
組
み
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

三

説
明
：
遠
隔
授
業
ポ
ー
タ
ル
を
使
っ
た
予
習

配
信
動
画
作
成
の
た
め
、
六
月
二
六
日
に
中
也
記
念
館
に
伺
い
、
録
画
を
行
っ
た
。
担
当

の
池
田
さ
ん
に
は
、
テ
ー
マ
展
示
の
見
ど
こ
ろ
と
、
今
回
の
展
示
で
苦
労
し
た
点
に
つ
い
て

解
説
し
て
頂
い
た
。
中
也
記
念
館
は
コ
ロ
ナ
禍
で
休
館
と
な
っ
て
い
る
時
期
（
四
月
一
三

日
〜
五
月
二
五
日
）
が
あ
っ
た
が
、
館
内
展
示
の
一
部
の
解
説
をYouTube

配
信
し
て
お
り
、

「
教
科
書
〜
」
に
関
す
る
動
画
（
五
分
）
が
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
た
。４

今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の
動
画
も
一
緒
に
視
聴
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
こ
の
動
画
と
重
な
ら
な
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い
点
に
つ
い
て
新
し
く
解
説
し
て
頂
い
た
。
解
説
は
大
き
く
二
点
が
語
ら
れ
て
い
る
。

一
点
目
は
テ
ー
マ
展
示
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
教
科
書
〜
」
は
三
部
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
第
一
部
で
は
多
く
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、
中
也
の
代
表
作
と
も
言
え
る
詩

の
展
示
（
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
、
「
サ
ー
カ
ス
」
等
）
、
第
二
部
で
は
教
科
書
掲
載
は
少

な
い
が
、
紹
介
し
た
い
詩
（
「
言
葉
な
き
歌
」
「
子
守
唄
よ
」
等
）
、
第
三
部
は
教
科
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
記
念
館
と
し
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
詩
（
「
酒
場
に
て
」
「
詩
人

は
辛
い
」
等
）
で
あ
る
。
第
一
部
は
メ
ジ
ャ
ー
な
詩
、
第
二
部
は
レ
ア
な
詩
、
第
三
部
は
教

科
書
掲
載
と
い
う
枠
を
外
し
た
際
の
魅
力
的
な
詩
と
い
う
流
れ
で
あ
り
、
非
常
に
魅
力
的
で

練
ら
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

二
点
目
は
今
回
の
展
示
で
苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
生
に
展
示
な
ど
企

画
を
行
う
際
、
ど
れ
だ
け
見
え
な
い
努
力
や
試
行
錯
誤
を
し
て
い
る
の
か
、
企
画
実
行
に
伴

う
苦
労
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
教
科
書
〜
」
で
は
詩
の
選
定
の
苦
労

は
な
か
っ
た
が
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
関
し
、
思
う
よ
う
な
展
開
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
現
在
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
が
、
当
初
は
外
側

に
教
科
書
の
表
紙
を
使
用
す
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。
教
科
書
は
営
利
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
の
で
、
掲
載
に
は
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
は
使
用
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
つ
一
つ
の
教
科
書
会
社
と
個
別
に
連
絡
を
取
っ
た
た
め
、
諸
連
絡

に
少
な
く
な
い
時
間
が
か
か
っ
た
上
、
掲
載
不
可
と
な
っ
た
。
今
回
の
経
験
を
今
後
の
ポ
ス

タ
ー
作
成
へ
活
か
し
た
い
と
語
ら
れ
て
い
る
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る

が
、
作
る
際
に
は
会
社
と
の
交
渉
な
ど
様
々
な
手
順
が
あ
り
、
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
学
生
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
六
月
二
七
日
、
動
画
を
遠
隔
授
業
ポ
ー
タ
ル

に
ア
ッ
プ
し
た
後
、
記
念
館
公
開
のYouTube

のU
RL

と
と
も
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
告

知
し
、
本
番
ま
で
に
見
て
お
く
よ
う
に
指
示
し
た
（
予
習
）
。

な
お
、
こ
の
動
画
は
池
田
さ
ん
の
了
承
を
得
て
、
稿
者
の
担
当
し
て
い
る
「
国
文
学
購
読

Ⅱ
」
（
二
十
一
名
履
修
）
、
「
国
文
学
概
論
」
（
三
十
三
名
履
修
）
に
お
け
るZoom

授
業

で
流
し
、
中
也
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
告
知
し
て
い
る
。

四

活
動
：
中
原
中
也
記
念
館
に
お
け
る
ワ
ー
ク
（
七
月
一
七
日
）

当
日
の
ワ
ー
ク
で
あ
る
が
、
三
密
回
避
の
た
め
、
館
内
で
教
員
が
十
二
名
全
員
を
集
め
て

説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
担
当
が
七
月
一
七
日
一
回
の
み
で
、
そ
の
他
の
時

間
を
作
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
制
約
は
、
上
条
氏
の
述
べ
る
「
最
初
に
「
活
動

の
ル
ー
ル
」
を
明
確
に
説
明
し
た
ら
、
あ
と
は
、
で
き
る
だ
け
介
入
し
な
い
よ
う
に
努
力
す

る
。
学
習
者
の
「
自
由
感
」
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
活
動
と
し
て
成
立
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
事
前
や
当
日
の
館
内
解
説
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

先
入
観
が
殆
ど
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
そ
の
先
入
観
が
な
い
状
態
で
、
自
分
で
印
象
に

残
っ
た
詩
を
自
由
に
選
ば
せ
る
（
レ
ポ
ー
ト
課
題
）
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
で
、
教
員
の
解

説
を
聞
い
て
考
え
る
と
い
う
受
け
身
で
は
な
く
、
能
動
的
・
自
主
的
な
学
び
と
な
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

担
当
の
「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
の
時
間
は
一
コ
マ
（
八
時
四
〇
〜
一
〇
時
一
〇
分
）
で
あ

る
。
中
也
記
念
館
の
開
館
が
九
時
か
ら
で
あ
っ
た
た
め
、
八
時
五
〇
分
集
合
に
し
、
点
呼
の

後
、
屋
外
で
中
也
の
生
涯
を
簡
単
に
述
べ
、
ワ
ー
ク
の
説
明
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
館
内
で

は
ワ
ー
ク
開
始
の
指
示
と
解
散
前
の
レ
ポ
ー
ト
指
示
だ
け
に
し
、
全
体
へ
の
働
き
か
け
は
行

わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
館
内
で
漫
然
と
閲
覧
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
の

メ
モ
を
取
ら
せ
る
こ
と
を
ワ
ー
ク
と
し
た
（
事
前
に
手
書
き
メ
モ
を
取
る
了
承
を
得
て
い
る
。

ス
マ
ホ
撮
影
は
不
可
）
。
こ
こ
で
は
メ
モ
を
取
り
や
す
い
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を
重
視
し

た
。
今
回
池
田
さ
ん
の
協
力
で
「
教
科
書
〜
」
に
お
け
る
全
て
の
展
示
の
詩
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
詩
を
全
て
プ
リ
ン
ト
に
載
せ
る
こ
と
に
し
た
。
メ
モ
の
際
、
詩
の
本
文
を
書
く

必
要
が
な
く
、
詩
の
印
象
を
す
ぐ
に
書
け
る
か
ら
で
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
当
日
は
暑
く
な
っ
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
十
二
名
全
員
が
遅
刻
な
く
集

合
し
、
外
の
広
場
で
点
呼
後
、
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
た
。
全
て
の
学
生
が
中
也
記
念
館
に
訪

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
中
也
の
生
涯
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
た
（
Ａ
４
一
枚
程

度
）
。
夭
折
の
詩
人
で
あ
り
、
多
く
の
人
か
ら
才
能
を
惜
し
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
高
校
ま

で
に
学
習
済
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
辺
り
は
簡
略
化
し
、
中
也
の
酒
癖
の
悪
さ
に
つ
い
て

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。
中
也
は
そ
の
ル
ッ
ク
ス
や
夭
折
の
事
実
、
教
科
書
掲
載
の
詩

か
ら
、
繊
細
な
印
象
を
持
た
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
お
酒
が
入
る
と
多
く
の
人
に
か
ら
ん
で

い
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
の
は
、
「
教
科
書
〜
」
で
展
示
さ
れ
て
い
る
「
酒
場

に
て
」
「
詩
人
は
辛
い
」
な
ど
の
反
骨
精
神
の
あ
る
詩
を
生
み
出
す
理
解
に
繋
が
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
酒
席
で
絡
ま
れ
関
わ
り
合
う
こ
と
を
避
け
た
太
宰
治
が
死
後
才
能

を
惜
し
み
、
殴
ら
れ
た
大
岡
昇
平
が
「
中
原
を
理
解
す
る
こ
と
は
私
を
理
解
す
る
こ
と
だ
」

と
語
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
中
也
の
人
間
ら
し
さ
と
と
も
に
そ
の
豊
か
な
才
能
が
皆
に
認
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
、
早
世
を
惜
し
ま
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
館
内
で
は
稿
者
は
解
説
せ
ず
、
印
象
に
残
っ
た
詩
に
つ
い
て
メ
モ
を
取
る
指
示
を

こ
の
場
で
行
っ
た
。
マ
ス
ク
を
確
認
し
、
手
指
消
毒
を
し
て
入
館
し
た
が
、
入
館
料
を
各
人

で
支
払
う
よ
う
に
し
た
た
め
、
受
付
で
密
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
稿
者
の
認
識

不
足
で
あ
り
（
外
で
集
め
て
一
度
に
渡
す
よ
う
に
す
べ
き
だ
っ
た
）
、
大
き
な
反
省
点
で
あ

る
。
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今
回
、
こ
ち
ら
か
ら
要
請
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
原
館
長
が
直
接
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
そ
の
後
、
館
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
っ
た
こ
と
は
、
一
年
生
に
と
っ
て
格
別
な
思

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

挨
拶
の
後
、
二
グ
ル
ー
プ
（
各
六
名
）
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ク
を
開
始
し
た
。
二
十
五
分
入

れ
替
え
制
に
し
、
稿
者
は
一
階
の
「
教
科
書
〜
」
で
学
生
の
様
子
を
観
察
し
、
個
別
の
質
問

な
ど
に
答
え
る
形
に
し
た
。
二
階
を
全
く
見
な
か
っ
た
が
、
二
階
に
も
企
画
展
示
（
「
乗
り

物
」
）
が
あ
り
、
学
生
の
自
主
的
な
学
び
を
尊
重
し
た
。
一
階
で
は
展
示
に
つ
い
て
、
熱
心

に
メ
モ
を
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
小
声
で
感
想
を
言
い
合
っ
て
い
る
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。

入
れ
替
え
制
で
二
階
の
グ
ル
ー
プ
が
降
り
て
き
た
際
、
二
階
の
印
象
を
聞
い
た
が
、
展
示

だ
け
で
な
く
、
映
像
や
ク
イ
ズ
な
ど
が
あ
り
、
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
指
示
し
て
い
な
い
が
、
二
階
の
展
示
（
「
乗
り
物
」
）
に
つ
い

て
も
自
主
的
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
が
レ
ポ
ー
ト
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。館

内
に
は
他
の
入
館
者
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
館
内
ワ
ー
ク
は
十
時
終
了
と
し
た
（
正
味

一
時
間
の
滞
在
）
。
も
っ
と
見
た
い
人
は
残
っ
て
良
い
と
述
べ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
自
体
は

解
散
し
た
。

五

ふ
り
返
り
：
レ
ポ
ー
ト

期
末
の
時
期
で
あ
る
た
め
、
レ
ポ
ー
ト
は
二
週
間
の
猶
予
を
設
け
た
（
七
月
三
一
日
）
。

字
数
は
四
〇
〇
字
で
あ
り
、
課
題
は
「
印
象
に
残
っ
た
詩
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
四
〇
〇
字

前
後
が
半
数
（
五
名
）
で
あ
っ
た
が
、
四
〇
〇
字
以
上
書
い
て
い
る
人
が
そ
の
数
を
超
え
て

お
り
（
六
名
）
、
二
二
九
四
字
と
い
う
力
作
も
あ
っ
た
。
稿
者
の
力
不
足
で
一
人
未
提
出
者

が
い
た
が
、
多
く
の
学
生
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の

レ
ポ
ー
ト
の
傾
向
を
述
べ
て
み
た
い
。
紙
幅
の
関
係
上
、
抜
粋
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
学
生

は
Ａ
〜
Ｋ
と
い
う
表
記
と
し
、
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

１

記
念
館
に
訪
れ
る
こ
と
で
学
ん
だ
も
の
（
場
・
原
稿
・
書
簡
な
ど
）

 

①
記
念
館
を
訪
れ
る
ま
で
、
私
は
中
原
中
也
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
記
念
館
に
入
り
、
今
自
分
が
立
っ
て
い
る
場
所
で
中
也
が
生

ま
れ
育
っ
た
の
だ
と
考
え
る
と
、
時
を
越
え
て
私
た
ち
と
中
也
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

な
不
思
議
な
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。
２
階
に
は
乗
り
物
と
中
也
の
作
品
に
関
す
る
展
示
が

あ
り
、
現
代
と
は
違
う
当
時
の
交
通
事
情
や
、
技
術
発
展
へ
の
中
也
の
思
い
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
推
敲
を
繰
り
返
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
原
稿
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
一
人
称
が
「
僕
」
か
ら
「
俺
」
に
変
わ
っ
て
い
た
り
、
一
文
が
丸
ご
と
な
く

な
っ
て
い
た
り
、
そ
う
い
っ
た
変
更
点
か
ら
中
也
が
表
現
し
た
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
く

る
よ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
（
Ｉ
）

①
の
感
想
は
、
記
念
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
そ
の
も
の
と
い
え
る
。
中
也
記
念
館
は

中
也
の
生
家
跡
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
場
」
の
持
つ
力
に
よ
っ
て
Ｉ
さ
ん

は
時
間
を
超
え
、
中
也
本
人
と
繋
が
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
っ
た
と
い
う
。
記
念
館
に
訪

れ
る
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
感
性
を
育
て
る
契
機
と
な
る
と
言
え
る
。
ま

た
、
Ｉ
さ
ん
は
原
稿
の
推
敲
に
も
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な
生
原
稿
の

持
つ
力
は
他
の
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

②
二
階
の
展
示
は
、
乗
り
物
と
中
也
の
人
生
・
詩
と
の
関
わ
り
の
展
示
で
、
乗
り
物
に
注

目
し
て
い
る
の
が
新
鮮
で
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
中
で
も
『
嘗
て
は
ラ
ン
プ
を
と
ぼ

し
て
ゐ
た
も
の
な
ん
で
す
』
の
詩
が
科
学
批
判
の
立
場
が
垣
間
見
え
て
印
象
的
で
し
た
。

原
稿
で
は
、
前
半
は
書
き
直
し
な
ど
推
敲
の
跡
が
見
ら
れ
る
の
に
、
「
記
者
が
速
い
の
は

よ
ろ
し
い
…
」
の
部
分
か
ら
後
半
は
ほ
と
ん
ど
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
科

学
、
特
に
車
に
対
す
る
思
い
な
の
か
な
と
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
後
半
の
電
気

自
動
車
の
ガ
タ
ガ
タ
い
う
音
に
つ
い
て
の
文
も
、
音
に
敏
感
な
感
性
も
垣
間
見
る
こ
と
の

で
き
る
詩
だ
と
思
い
ま
し
た
。
（
Ａ
）

③
か
つ
て
は
ラ
ン
プ
（
稿
者
注

二
階
展
示
の
詩
）

 

詩
を
書
い
た
原
稿
用
紙
が
飾
ら
れ
て
い
た
が
、
僕
と
い
う
単
語
を
俺
に
改
め
て
い
た
り
、

後
半
の
エ
エ
イ
ッ
！
の
追
加
な
ど
怒
り
心
頭
な
様
子
で
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
。

他
に
も
「
ラ
ン
プ
の
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
く
ら
い
」
を
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
逆
に
強
調

を
弱
め
て
い
る
部
分
は
あ
た
か
も
自
分
の
家
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
だ
ぞ
と
、
現
代
文

明
に
自
分
は
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
と
取
り
繕
っ
て
い
る
よ

う
に
も
み
え
て
面
白
い
と
感
じ
た
。
他
に
も
く
ど
く
ど
と
書
い
た
部
分
を
簡
潔
な
表
現
に

手
直
し
し
て
い
る
部
分
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
詩
を
書
い
て
る
こ
の
時
は
い
ら
立
ち
を
抑

え
き
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
は
ず
な
の
に
そ
う
い
っ
た
細
や
か
な
こ
と
は
し
っ
か
り
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
に
も
感
じ
る
。
（
Ｄ
）

②
③
の
感
想
は
、
二
階
展
示
（
「
乗
り
物
」
）
の
詩
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
乗
り
物
」

山根由美恵

― 153 ―（ 150 ）



に
つ
い
て
は
配
布
プ
リ
ン
ト
に
載
せ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
「
記
者

が
速
い
の
は
よ
ろ
し
い
…
」
、
「
エ
エ
イ
ッ
！
」
、
「
ラ
ン
プ
の
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
く
ら

い
」
、
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
は
全
て
自
主
的
に
メ
モ
を
取
っ
た
上
で
書
い
て
い
る
。
指
示
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
が
印
象
に
残
っ
た
表
現
を
丁
寧
に
メ
モ
し
た
非
常
に
意

欲
が
高
い
レ
ポ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
生
原
稿
は
作
家
の
手
直
し
の
様
を
視
覚
的
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
換
言
す
る
と
作
家
の
思
考
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ

り
、
出
版
さ
れ
た
本
な
ど
完
成
し
た
作
品
を
見
る
だ
け
で
は
な
い
、
作
家
の
思
考
の
後
を
辿

る
と
い
う
貴
重
な
経
験
と
な
る
。
②
で
は
前
半
で
行
わ
れ
て
い
た
改
稿
が
後
半
で
は
な
い
こ

と
の
気
づ
き
、
③
で
は
簡
潔
な
表
現
へ
の
変
更
な
ど
に
注
目
し
て
お
り
、
生
原
稿
を
見
る
こ

と
に
よ
る
豊
か
な
学
び
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
。

④
曇
天

 

「
は
た
」
を
は
た
と
し
て
、
ま
た
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
詩
に
散
り
ば

め
、
落
と
し
込
ん
で
い
る
と
感
じ
た
。

 

は
た
は
日
常
生
活
の
世
界
と
は
異
な
っ
た
、
け
れ
ど
も
現
実
に
あ
る
幽
霊
の
よ
う
な
ふ

わ
ふ
わ
と
し
た
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
る
よ
う
に
感
じ
る
。
当
然
干
渉
す
る
こ
と
は
か

な
わ
ず
少
し
の
恐
ろ
し
さ
の
よ
う
な
も
の
を
た
た
え
て
世
俗
の
こ
と
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と

い
わ
ん
ば
か
り
に
存
在
し
て
い
る
旗
を
表
現
し
て
い
る
様
子
が
と
て
も
良
い
と
感
じ
た
。

（
Ｄ
）

 

⑤
こ
の
詩
は
、
昭
和
８
年
４
月
25
日
付
の
安
原
喜
弘
宛
書
簡
に
同
封
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

館
内
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
当
時
列
車
に
乗
る
と
云
う
事
は
相
当
な
長
旅
。
そ
ん
な
旅
に
出

る
、
人
々
の
喜
び
と
喧
騒
を
描
い
て
い
る
の
が
こ
の
詩
で
あ
る
よ
う
だ
。

 

し
か
し
、
こ
の
詩
か
ら
は
喜
び
な
ど
で
は
な
く
、
悲
壮
感
が
漂
っ
て
い
る
と
言
っ
た
方
が

正
し
い
気
が
す
る
。

 

抑
々
こ
の
詩
は
４
部
構
成
の
内
の
第
２
部
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
つ
手
前
の
詩
の
冒
頭
に

は
「
此
（
こ
）
の
年
、
三
原
山
に
、
自
殺
す
る
者
多
か
り
き
。
」
と
あ
る
。
①
の
詩
の
最

後
に
登
場
す
る
「
淋
し
い
夜
の
山
の
麓
」
と
は
お
そ
ら
く
三
原
山
の
事
だ
ろ
う
。
自
殺
の

多
い
三
原
山
の
麓
を
か
す
め
る
よ
う
に
走
る
鉄
道
。
中
也
の
目
に
は
、
人
々
が
乗
る
列
車

が
そ
ん
な
風
に
映
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

だ
か
ら
こ
そ
や
っ
て
来
た
曙
が
胸
に
沁
み
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
一
節
で
中
也
の

視
点
は
三
原
山
か
ら
、
曙
へ
と
移
っ
て
い
る
。
や
っ
て
来
た
曙
は
自
殺
な
ど
と
言
う
マ
イ

ナ
ス
の
側
面
の
多
い
存
在
と
は
真
逆
の
存
在
。
そ
れ
に
目
を
奪
わ
れ
、
列
車
は
自
殺
の
山

へ
向
か
う
も
の
か
ら
曙
の
明
か
り
の
射
す
者
へ
と
変
化
し
た
。
そ
れ
を
、
最
後
の
２
節
で

表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
Ｋ
）

④
⑤
も
二
階
展
示
の
詩
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
自
主
的
な
メ
モ
に
基
づ
く
意
欲
的
な
考

察
で
あ
る
。
④
で
は
「
は
た
」
の
象
徴
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
て
い
る
（
「
は
た
は
日
常
生

活
の
世
界
と
は
異
な
っ
た
、
け
れ
ど
も
現
実
に
あ
る
幽
霊
の
よ
う
な
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
も
の

と
し
て
表
現
さ
れ
て
る
」
）
。
⑤
は
書
簡
の
日
付
を
筆
頭
に
表
現
、
解
説
も
全
て
を
メ
モ
し

て
い
る
意
欲
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
展
示
解
説
に
お
い
て
「
人
々
の
喜
び
と
喧
騒
を
描

い
て
い
る
」
と
あ
っ
た
が
、
「
悲
壮
感
が
漂
っ
て
い
る
」
と
自
分
の
感
性
を
書
き
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
自
ら
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
与
え
ら
れ
た
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
の

で
は
な
い
「
批
判
的
読
書
」５

が
で
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
姿
勢
を
今
後
も
伸
ば
し
た
い
と
思

わ
さ
れ
る
良
い
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

２

「
教
科
書
〜
」
に
お
け
る
個
々
の
詩
の
分
析

・�

第
一
部
で
展
示
さ
れ
た
詩
に
つ
い
て
（
「
サ
ー
カ
ス
」
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
「
月
夜
の

濱
邊
」
「
汚
れ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
に
」
「
骨
」
）

 

⑥
「
サ
ー
カ
ス
」
は
中
学
校
で
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
詩
で
し
た
。
習
っ
た
と
き
、
中
学
生

だ
っ
た
私
は
「
ゆ
あ
ー
ん

ゆ
よ
ー
ん

ゆ
や
ゆ
よ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
擬
態
語
が
入
っ
て
い
る
詩
に
ま
だ
あ
ま
り
触
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

聞
き
覚
え
の
な
い
不
思
議
な
言
葉
が
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
私
に
残
し
ま
し
た
。
何
年
も

経
っ
て
、
多
く
の
詩
に
触
れ
て
、
「
サ
ー
カ
ス
」
の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
ず
っ
と

「
ゆ
あ
ー
ん

ゆ
よ
ー
ん

ゆ
や
ゆ
よ
ん
」
と
い
う
言
葉
だ
け
は
覚
え
て
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
詩
を
学
ん
だ
け
ど
、
こ
ん
な
風
に
ず
っ
と
覚
え
て
い
る
言
葉
は
他
に
な
い
し
、
こ

ん
な
独
特
な
表
現
は
ほ
か
の
人
に
は
で
き
な
い
の
で
、
中
也
の
感
性
の
鋭
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
中
学
生
の
時
は
、
た
だ
「
不
思
議
な
表
現
が
入
っ
た
詩
だ
な
あ
」
ぐ
ら
い
に
し
か
考

え
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
今
回
再
び
よ
く
見
て
み
る
と
、
最
初
の
二
段
落
の
「
茶
色
い
戦

争
」
や
「
疾
風
」
と
い
っ
た
ど
こ
か
暗
く
、
冷
た
い
表
現
と
三
段
落
目
か
ら
の
サ
ー
カ
ス

の
明
る
い
描
写
の
対
比
が
双
方
を
引
き
立
て
あ
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
教
科
書
で

習
っ
た
時
か
ら
時
を
経
て
、
そ
の
当
時
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
今
回
感

じ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
（
Ｂ
）

 

⑦
一
つ
目
は
、
サ
ー
カ
ス
で
す
。
こ
の
詩
を
読
ん
だ
と
き
、
ま
ず
最
初
の
三
連
の
中
に
あ
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る
二
つ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
四
連
で
、
そ
の
独
特
な
表
現

と
世
界
に
完
全
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
作
者
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
な

に
を
表
現
し
て
い
る
の
か
を
想
像
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
こ
の
詩
の
深
み
に
は
ま
り
ま
し
た
。

最
後
の
一
連
で
は
、
今
ま
で
と
は
少
し
変
わ
っ
た
感
じ
で
私
に
は
作
者
の
郷
愁
の
よ
う
な

気
持
ち
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
全
体
的
に
中
也
の
独
特

な
世
界
観
が
全
開
で
と
て
も
興
味
を
そ
そ
る
内
容
で
し
た
。
（
Ｃ
）

Ｂ
さ
ん
は
「
サ
ー
カ
ス
」
を
中
学
校
で
習
っ
た
際
、
「
ゆ
あ
ー
ん

ゆ
よ
ー
ん

ゆ
や
ゆ

よ
ん
」
と
い
う
表
現
に
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
後
も
記
憶
に
残
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
詩
的
表
現
は
、
読
者
に
言
語
表
現
の
自
由
度
、
奥
深
さ
・
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
、
詩
を
学

習
す
る
重
要
な
意
義
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
ま
た
Ｂ
さ
ん
は
中
学
校
の
時
と
現
在
に
お
い
て

感
じ
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｂ
さ
ん
の
成
長
の
証
と
言
え
、
中
学
生

で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
戦
争
な
ど
の
暗
い
背
景
に
気
づ
き
、
再
読
の
面
白
さ
と
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
は
、
連
の
繋
が
り
と
と
も
に
「
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、

な
に
を
表
現
し
て
い
る
の
か
を
想
像
」
し
て
お
り
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
表
現
へ
の
興
味

と
想
像
力
に
作
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

⑧
「
サ
ラ
サ
ラ
」
を
い
ろ
い
ろ
な
用
法
で
使
っ
て
い
て
よ
い
と
感
じ
た
。
川
の
さ
ら
さ
ら

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
陽
の
サ
ラ
サ
ラ
は
真
新
し
く
感
じ
た
も
の
の
、
違
和
感
を
全
く
感

じ
さ
せ
な
い
岡
の
自
然
描
写
と
違
和
感
な
く
調
和
を
と
れ
た
詩
全
体
と
し
て
の
完
成
度
の

高
さ
に
感
動
し
た
。
（
Ｄ
）

 

⑨
こ
の
歌
に
は
「
さ
ら
さ
ら
」
と
い
う
単
語
が
複
数
出
て
き
ま
す
が
、
ど
れ
も
全
く
同
じ

よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
ず
、
同
じ
表
現
で
は
あ
る
も
の
違
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
水
や
粉
末
に
さ
ら
さ
ら
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、

陽
に
そ
の
表
現
を
使
う
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。
こ
の
詩
だ
け
で
は
な
く
、
中
原
中
也
の

詩
に
は
中
原
中
也
独
特
の
儚
い
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
雰

囲
気
を
感
じ
る
の
は
彼
が
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
詩
を
読
ん
だ
か
ら
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
儚
さ
の
中
に
人
間
の
暗
い
部
分
や
明
る
い
部
分
が
見
え
隠
れ
し
て

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
（
Ｅ
）

 

⑩
一
連
目
の
夜
の
中
で
陽
が
射
す
こ
と
や
陽
が
さ
ら
さ
ら
と
射
す
と
い
う
不
思
議
な
感
じ

に
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
小
石
ば
か
り
で
生
物
の
い
な
い
河
原
に
一
匹
の
蝶
が

飛
ん
で
き
た
り
、
今
ま
で
流
れ
て
い
な
か
っ
た
川
の
水
が
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
出
し
た
り
と

〝
メ
ル
ヘ
ン
〟
と
い
う
感
じ
が
感
じ
ら
れ
て
こ
の
不
思
議
な
空
間
に
い
つ
ま
で
も
居
た
い

な
あ
と
思
っ
た
。
（
Ｆ
）

⑧
⑨
⑩
は
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
に
関
す
る
感
想
だ
が
、
皆
「
さ
ら
さ
ら
と
」
に
注
目
し

て
い
る
。
中
也
記
念
館
の
公
開YouTube

で
も
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
の
解
説
が
「
さ
ら
さ

ら
と
」
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
の
核
と
言
え
る
表
現
で
あ
る
。

特
に
陽
の
光
を
「
さ
ら
さ
ら
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
示
す
独
自
性
が
印
象
に
残
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
学
生
た
ち
に
「
異
化
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
言
う
ま
で

に
も
な
く
、
「
異
化
」
と
は
「
普
段
見
慣
れ
た
場
所
か
ら
ず
ら
し
て
置
き
直
す
よ
う
に
し
て
、

「
見
慣
れ
な
い
も
の
に
す
る
」
、
「
い
き
い
き
と
し
た
不
思
議
に
満
ち
た
も
の
に
す
る
」
効

果
」６

で
あ
る
。
⑧
⑨
⑩
で
は
陽
の
光
が
「
さ
ら
さ
ら
と
」
と
い
う
言
葉
で
形
容
さ
れ
る
こ
と

で
不
思
議
な
感
覚
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
陽
の
光
に
対
し
て
の
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と

向
き
合
い
、
新
し
い
表
現
で
あ
る
「
さ
ら
さ
ら
と
」
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
（
「
違

和
感
を
全
く
感
じ
な
い
」
「
面
白
い
」
「
心
が
洗
わ
れ
る
」
「
不
思
議
な
空
間
に
い
つ
ま
で

も
居
た
い
」
）
。
こ
の
よ
う
な
「
異
化
」
を
も
た
ら
す
詩
と
し
て
、
若
い
感
性
を
育
て
る
良

い
教
材
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

 

⑪
「
月
夜
の
濱
邊
」
は
ど
こ
か
で
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
、
リ
ズ
ム
の
心
地
よ
さ
が
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
海
に
落
ち
て
い
る
も
の
と
い
う
と
貝
殻
な
ど
を
連
想
し
ま
す
が
、

海
と
は
関
係
の
な
い
「
ボ
タ
ン
」
と
い
う
の
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
誰
が
い
つ
落
と

し
た
も
の
だ
ろ
う
か
、
中
也
は
な
ぜ
そ
の
ボ
タ
ン
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
、
と
想

像
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
「
月
夜
」
と
い
う
状
況
が
よ
り
神
秘
さ
を
増
し
て
、
た
っ
た
一
つ

の
小
さ
な
ボ
タ
ン
が
大
き
な
何
か
を
秘
め
て
い
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
Ⅰ
）

⑪
で
は
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
と
同
様
に
、
一
見
関
係
が
な
さ
そ
う
な
海
と
ボ
タ
ン
が
結

び
つ
く
こ
と
に
よ
る
「
異
化
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
想
像
が
膨
ら
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
「
た
っ
た
一
つ
の
小
さ
な
ボ
タ
ン
が
大
き
な
何
か
を
秘
め
て
い
る
」
と
い
う
感
想
に
は
、

「
大
き
な
何
か
」
を
各
人
が
想
像
す
る
余
地
が
あ
り
、
想
像
力
を
広
げ
る
教
材
と
し
て
の
可

能
性
を
感
じ
た
。

 

⑫
「
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…
」
も
同
様
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
詩
で
あ
る
。
何
度
も

繰
り
返
し
現
れ
る
「
汚
れ
つ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
、
詩
全
体
の
テ
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ン
ポ
を
整
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
相
も
変
わ
ら
ず
意
味
は
捉
え
難
い
。

 
こ
の
詩
の
意
味
は
、
「
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
」
に
あ
る
だ
ろ
う
。
汚
れ
つ
ち
ま
っ

た
悲
し
み
と
は
何
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
１
連
ご
と
に
解
釈
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

ま
た
、
「
汚
れ
つ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
」
は
便
宜
上
Ａ
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

１
連
：
こ
こ
で
は
、
Ａ
に
対
し
て
小
雪
が
降
り
か
か
っ
た
り
、
風
が
吹
き
過
ぎ
た
り
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
Ａ
が
自
然
に
対
し
て
受
け
身
で
あ
る
こ
と
や
、
自
然
よ
り

も
弱
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

 

２
連
：
狐
の
革
衣
と
は
小
手
も
希
少
価
値
の
高
い
、
高
価
な
も
の
で
あ
る
。
Ａ
は
そ
れ
に

例
え
ら
れ
る
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
あ
る
が
、
１
連
の
小
雪
に
よ
っ
て
ち
ぢ
こ
ま
る
よ
う
な

か
弱
い
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
皮
衣
で
は
な
く
革
衣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毛
の
な
い
欠
陥

品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

 

３
連
：
こ
こ
は
非
常
に
悲
哀
に
満
ち
た
箇
所
だ
。
Ａ
は
何
か
を
望
ん
だ
り
願
っ
た
り
す
る

こ
と
も
な
く
、
倦
怠
（
倦
怠+

懈
怠
の
意
）
、
つ
ま
り
飽
き
て
し
ま
っ
た
り
抑
々
の
行
為

を
行
わ
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
死
を
夢
見
て
し
ま
う
。
死
を
望
ん
だ
り
願
っ
た

り
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
届
か
な
い
存
在
と
し
て
「
夢
見
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

 

４
連
：
こ
こ
で
の
主
語
は
Ａ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
Ａ
は
Ａ
に
対
し
て
怖
気
づ
き
、
そ
れ
に
対

処
も
で
き
ず
に
一
日
を
終
え
て
し
ま
う
。
１
連
の
時
同
様
、
何
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

存
在
な
の
だ
。

以
上
の
解
釈
か
ら
私
が
導
き
出
し
た
答
え
は
、
「
Ａ
と
は
読
者
自
身
」
で
あ
る
。

 

―
―
自
然
と
は
意
識
を
せ
ず
と
も
我
々
の
周
り
に
あ
る
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
１
連
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
小
雪
」
や
「
風
」
な
ど
の
自
然
と
は
、
社
会
の
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

我
々
に
は
社
会
か
ら
の
圧
力
（
小
雪
）
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
自
分
に
対
し
世

間
は
冷
た
い
態
度
（
風
）
で
接
し
て
く
る
。
確
か
に
自
分
と
は
大
事
な
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
自
分
自
身
だ
か
ら
こ
そ
、
隣
の
芝
が
青
く
見
え
て
、
自
分
自
身
が
欠
陥
品
の
よ
う
に

思
え
て
く
る
。
そ
ん
な
時
ほ
ど
、
世
間
に
対
し
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、
身
を
縮

こ
ま
ら
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
結
果
、
「
ど
う
せ
自
分
な
ん
て
」
と
卑
下
し
、
何
も
望

ん
だ
り
願
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
色
々
と
諦
め
て
し
ま
う
。
そ
の
う
ち
倦
怠
で
死
ん

で
み
よ
う
か
な
ど
と
考
え
る
が
、
自
身
に
手
を
か
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
全
て
を
投
げ
出

し
、
た
だ
死
を
思
う
こ
と
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
今
度
は
そ
ん
な
自
分
が
恐
ろ
し
く
な
っ

て
、
ど
う
に
か
し
よ
う
と
足
掻
く
け
れ
ど
、
な
す
す
べ
も
な
く
、
結
局
何
も
せ
ず
に
日
々

を
無
為
に
過
ご
し
て
し
ま
う
。
（
Ｋ
）

⑫
は
最
も
長
文
の
分
析
を
行
っ
た
レ
ポ
ー
ト
で
、
「
汚
れ
つ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
と
は
何
を

表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
題
提
起
を
し
、
連
ご
と
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
の

感
想
で
は
な
く
、
自
ら
問
題
提
起
を
し
た
上
で
、
分
析
を
行
っ
た
意
欲
の
高
さ
が
際
立
つ
。

Ｋ
さ
ん
は
最
後
に
「
汚
れ
つ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
」
を
読
者
自
身
と
捉
え
て
お
り
、
面
白
い
解

釈
と
感
じ
た
が
、
少
し
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
本
レ
ポ
ー
ト
は
提
出
時
に
シ
ス
テ
ム

上
で
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い
る
が
、
「
汚
れ
つ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
」
―
中
也
―
読
者
自
身
と

い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置
く
と
良
い
と
指
導
し
た
。
中
也
を
挟
む
こ
と
で
「
汚
れ
ち
ま
つ

た
」
と
い
う
感
覚
が
よ
り
生
き
、
そ
し
て
そ
う
し
た
中
也
の
心
情
に
同
感
す
る
読
者
と
い
う

広
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
メ
ン
ト
で
は
学

生
の
感
性
を
活
か
し
た
上
で
、
そ
の
感
性
を
伸
ば
す
た
め
の
補
助
や
別
の
視
点
を
加
え
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
。

 

⑬
『
骨
』
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
は
死
生
観
を
表
し
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
普
段

思
考
を
深
め
る
こ
と
の
な
い
〝
死
〟
と
い
う
の
を
中
也
の
視
点
で
見
つ
め
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
普
段
考
え
る
こ
と
の
な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
の
詩
を
教
科
書
に
載
せ
て
、

み
ん
な
で
学
習
す
る
の
は
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
Ａ
）

⑬
は
非
凡
な
感
想
と
思
わ
れ
た
。
「
死
」
の
感
覚
を
感
じ
た
だ
け
で
な
く
（
「
普
段
思
考

を
深
め
る
こ
と
の
な
い“

死”

と
い
う
の
を
中
也
の
視
点
で
見
つ
め
て
い
る
」
）
、
普
段
考
え

る
こ
と
が
な
い
死
生
観
を
感
じ
さ
せ
る
か
ら
こ
そ
、
学
習
者
の
重
要
な
学
び
に
な
る
と
い
う

教
育
学
部
生
ら
し
い
と
て
も
良
い
観
点
で
あ
る
と
感
じ
た
。

・
第
二
部
で
展
示
さ
れ
た
詩
に
つ
い
て
（
「
言
葉
な
き
歌
」「
早
春
散
歩
」「
子
守
唄
よ
」
）

 

⑭
『
言
葉
な
き
歌
』
で
す
。
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
〝
あ
れ
〟
と
、
こ
こ
で
待
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
〝
お
れ
〟
と
い
う
の
は
、
と
て
も
抽
象
的
な
対
比
で
す
が
、
情
景
が
自
然
と
浮

か
ぶ
よ
う
で
儚
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
歌
を
書
い
て
い
た
時
、
何
か
遠
く
に
あ
る

も
の
を
想
い
、
そ
の
も
の
に
近
づ
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
を
憂
い
て
い
た
の
か
な
と
い
う

様
子
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
が
『
言
葉
な
き
歌
』
な
の
も
面
白
い
と
思
い
ま

し
た
。
確
か
に
言
葉
で
記
述
さ
れ
て
い
る
詩
な
の
に
、
『
言
葉
な
き
歌
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
し
た
の
は
、
詩
自
体
じ
ゃ
な
く
て
別
の
言
葉
に
表
せ
な
い
も
の
を
指
し
て
い
る
と
も

解
釈
出
来
て
、
多
く
の
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
詩
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
Ａ
）
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⑭
は
言
葉
に
関
す
る
鋭
い
感
性
が
散
見
さ
れ
る
。
『
言
葉
な
き
歌
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

着
目
し
、
「
言
葉
で
記
述
さ
れ
て
い
る
詩
な
の
に
、
『
言
葉
な
き
歌
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

し
た
の
は
、
詩
自
体
じ
ゃ
な
く
て
別
の
言
葉
に
表
せ
な
い
も
の
を
指
し
て
い
る
と
も
解
釈
出

来
て
、
多
く
の
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
明
哲
な
考
察
で
あ
る
。
稿
者
は

村
上
春
樹
を
主
に
研
究
し
て
い
る
た
め
、
言
葉
と
感
情
の
乖
離
の
感
覚
は
よ
く
分
か
る
が
、

中
也
が
こ
の
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

 

⑮
１
つ
目
は
『
早
春
散
歩
』
で
あ
る
。
早
春
散
歩
と
聞
く
と
ウ
キ
ウ
キ
し
た
感
じ
を
感
じ

た
が
、
１
行
目
か
ら
そ
う
で
な
い
な
あ
と
感
じ
れ
た
。
「
空
は
晴
れ
て
て
も
、
建
物
に
は

陰
が
あ
る
よ
、
」
か
ら
始
ま
り
何
か
悩
み
事
が
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
。
晴
れ
と
陰
の

対
比
に
よ
っ
て
よ
り
陰
の
部
分
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
「
私
は
も
う
、
ま

る
で
過
去
が
な
か
つ
た
か
の
や
う
に
」
で
忘
れ
ら
れ
な
い
過
去
を
な
か
っ
た
よ
う
に
過
ご

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
。
あ
え
て
晴
れ
の
日
を
散
歩
す
る
こ
と
で
悲
し
み

を
紛
ら
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
し
て
最
後
は
「
僕
は
思
ふ
、
思
ふ
こ

と
に
も
慣
れ
き
つ
て
僕
は
思
ふ
・
・
・
・
・
」
と
諦
め
た
よ
う
な
感
じ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

春
先
の
も
ど
か
し
い
気
持
ち
を
感
じ
て
と
て
も
心
に
グ
ッ
と
き
た
。
（
Ｆ
）

 

⑯
印
象
に
残
っ
た
詩
は
「
子
守
唄
よ
」
で
す
。
母
親
が
子
供
に
送
る
子
守
唄
は
温
か
い
イ

メ
ー
ジ
が
頭
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
、
途
中
で
消
え
て
し
ま
い
そ
う

と
言
わ
れ
る
と
儚
い
も
の
な
気
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
詩
も
で
す
が
、
考
え
方

が
私
と
は
全
然
違
う
方
向
で
し
た
。
誰
の
た
め
に
歌
っ
て
い
る
か
と
聞
か
れ
る
と
子
ど
も

の
た
め
だ
と
思
い
ま
す
が
、
暗
い
海
の
よ
う
な
寂
し
い
当
時
の
世
の
中
に
聞
き
届
け
れ
る

よ
う
な
感
性
の
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
中
原
中
也
は
考
え
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

解
釈
が
難
し
い
詩
ば
っ
か
り
で
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
感
性
が
独
特
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
Ｈ
）

⑮
⑯
と
も
「
早
春
散
歩
」
「
子
守
唄
」
と
い
う
優
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
題
と
中
身
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
⑮
で
は
陰
の
イ
メ
ー
ジ
（
「
陰
の
部
分
が
強
調
さ
れ
て

い
る
」
）
を
感
じ
、
「
あ
え
て
晴
れ
の
日
を
散
歩
す
る
こ
と
で
悲
し
み
を
紛
ら
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
し
て
い
る
。
⑯
で
も
「
母
親
が
子
供
に
送
る
子
守
唄
は
温
か

い
イ
メ
ー
ジ
が
頭
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
、
途
中
で
消
え
て
し
ま
い
そ

う
と
言
わ
れ
る
と
儚
い
も
の
な
気
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
あ
り
、
自
ら
の
感
覚
と
中
也

の
詩
の
感
性
と
の
違
い
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
違
和
感
」
も
大
切
な
感
覚
で
あ
る
。

「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
の
よ
う
に
違
う
感
覚
に
驚
き
な
が
ら
も
肯
定
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
が
、
自
分
の
感
覚
と
相
容
れ
な
い
場
合
も
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
他

者
を
認
識
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
ひ
る
が
え
っ
て
自
己
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
も
な
る
か
ら

で
あ
る
。

・�

第
三
部
で
展
示
さ
れ
た
詩
に
つ
い
て
（
「
酒
場
に
て
」「
詩
人
は
辛
い
」「
〈
頭
を
ボ
ー
ズ

に
し
て
ら
や
う
〉」）

⑰
詩
人
は
辛
い

 

「
論
語
読
み
の
論
語
知
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
真
剣
に
物
事
に
取
り
組
む

わ
け
で
は
な
く
浅
い
知
識
の
ま
ま
う
わ
べ
だ
け
取
り
繕
う
じ
ん
ぶ
つ
は
多
様
な
趣
味
関
心

事
の
あ
る
現
代
で
も
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
直
な
話
自
身
の
本
質
を
突
か
れ
た
よ

う
な
気
が
し
て
グ
サ
リ
ト
来
た
。

 

要
す
る
に
か
っ
こ
つ
け
た
自
分
の
メ
ッ
キ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
剥
が
れ
落
ち
て
い
る
さ
ま
を

滑
稽
に
思
い
詩
に
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
個
人
的
に
感
じ
た
。
十
代
か
ら
の
人
気
を
こ
の

詩
が
集
め
た
原
因
に
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
自
分
を
着
飾
る
、
あ
る
い
は
他
人
に
同
調
す
る

た
め
に
歌
を
聴
く
人
と
同
じ
こ
と
を
し
て
、
そ
ん
な
欺
瞞
を
な
ん
と
な
し
に
察
し
た
が
た

め
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
Ｄ
）

 

⑱
『
頭
を
、
ボ
ー
ズ
に
し
て
や
ら
う
』
は
、
今
ま
で
真
面
目
に
生
き
て
き
た
が
故
に
心
に

余
裕
が
な
く
、
溜
ま
っ
て
い
っ
た
日
ご
ろ
の
鬱
憤
が
爆
発
し
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
そ

し
て
、
高
校
時
代
の
恩
師
に
「
あ
ま
り
真
面
目
過
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
、
時
に
は
気
楽
に

や
っ
て
み
た
ら
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
自
分
も
、
物
事
を
真
面
目
に
と

ら
え
す
ぎ
て
何
も
で
き
な
い
自
分
に
落
ち
込
ん
だ
り
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
。
時
に
は
、
言
い
方
は
悪
い
が
「
手
を
抜
く
」
と
い
う
こ
と
も
大
切
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
真
面
目
過
ぎ
て
も
人
生
楽
し
く
な
い
だ
ろ
う
？
と
い
う
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
最
後
の
「
真
面
目
臭
っ
て
ゐ
ら
れ
る
か
い
」
と
い
う
表
現
に
込
め
ら
れ
て
い
る

気
が
す
る
。

 
『
詩
人
は
辛
い
』
で
は
、
中
也
の
世
間
へ
の
不
満
と
詩
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
歌
詠
み
が
大
衆
に
迎
合
し
て
し
ま
っ
た
ら
い
け
な
い
、
自
分
の
素
直
な
気

持
ち
を
歌
に
す
る
べ
き
と
訴
え
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
こ
の
詩
か
ら
あ
と
に
中
也

は
作
品
を
残
し
た
の
か
ど
う
か
気
に
な
っ
た
。
（
Ｇ
）
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⑲
「
頭
を
、
ボ
ー
ズ
に
し
て
や
ら
う
」
で
は
〜
し
て
や
ろ
う
、
と
い
う
語
尾
の
通
り
自
由

さ
や
疾
走
感
、
大
胆
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
が
、
「
詩
人
は
辛
い
」
で
は
重
た
く

塞
ぎ
込
ん
だ
感
情
や
絶
望
を
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
詩
人
が
作
っ
た
も
の
だ
と
思
え
な
い
ほ

ど
対
極
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
が
、
中
也
は
「
詩
人
は
辛
い
」
で
表
現
し
た
よ
う
な
感
情
を

ど
こ
か
で
ず
っ
と
抱
え
て
お
り
、
「
頭
を
、
ボ
ー
ズ
に
し
て
や
ら
う
」
に
は
そ
の
よ
う
な

思
い
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
の
詩
も
繰
り
返
し
読
み
た
い
と
思
う
も
の
や
、
ど
う
い
っ
た
意
味
だ
ろ

う
か
と
考
え
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
ほ
か
の
作
品
や
中
也
の
人
生
に
つ

い
て
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
Ｉ
）

 

⑳
今
回
の
中
原
中
也
記
念
館
に
行
っ
て
み
て
、
私
は
「
酒
場
に
て
」
が
好
き
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
好
き
の
理
由
と
し
て
、
中
原
中
也
の
信
念
や
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
点
が

あ
り
ま
す
。
私
は
、
あ
ま
り
深
み
を
持
っ
た
歌
や
言
葉
遣
い
の
真
意
を
理
解
し
た
り
、
自

分
な
り
に
解
釈
す
る
こ
と
が
苦
手
で
、
あ
る
程
度
有
名
だ
け
ど
ど
こ
か
面
白
さ
を
感
じ
る

詩
な
ど
よ
り
も
、
人
が
切
実
な
願
い
や
信
念
が
読
ん
で
い
る
側
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ

る
詩
が
好
き
で
、
だ
か
ら
今
回
の
「
酒
場
に
て
」
の
全
体
的
に
感
じ
る
悲
し
い
時
に
は
、

悲
し
い
だ
け
悲
し
ん
で
い
ら
れ
る
ほ
う
が
輝
い
て
い
る
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
だ
っ
た

と
し
て
も
そ
う
思
い
貫
こ
う
と
す
る
信
念
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
ま
た
同
じ
理

由
で
、
「
詩
人
は
辛
い
」
も
好
き
で
す
。
こ
の
詩
も
誰
も
詩
な
ん
て
聞
い
て
な
い
詩
を
聞

い
て
い
る
自
分
に
酔
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
思
い
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
こ
こ

か
ら
私
は
詩
自
体
よ
り
も
詩
を
通
し
た
作
者
の
、
こ
こ
で
は
中
原
中
也
の
人
間
を
見
る
の

が
好
き
と
い
っ
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
こ
れ
か
ら
ち
ゃ
ん

と
深
み
の
あ
る
詩
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
も
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

（
Ｊ
）

第
三
部
の
詩
を
選
ん
だ
学
生
は
男
性
が
多
か
っ
た
。
第
三
部
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
反
骨

精
神
の
あ
る
詩
で
あ
り
、
第
一
部
の
よ
う
な
儚
さ
、
メ
ル
ヘ
ン
の
よ
う
な
も
の
と
は
違
う
面

に
惹
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
散
見
さ
れ
る
の
は
「
同
じ
気
持
ち
」
と
い
う
共
感
で
あ
る
（
正

直
な
話
自
身
の
本
質
を
突
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
」
、
「
高
校
時
代
の
恩
師
に
「
あ
ま
り

真
面
目
過
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
、
時
に
は
気
楽
に
や
っ
て
み
た
ら
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
」
）
。
展
示
で
は
「
詩
人
は
辛
い
」
が
十
代
男
性
の
人
気
を
集
め
た
と
の
解
説

が
あ
っ
た
が
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
詩
群
が

十
代
の
男
性
を
引
き
つ
け
る
要
素
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
も
今
後
の

分
析
の
一
つ
の
方
向
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
第
三
部
の
詩
は
中
也
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
（
「
中
也
の
世
間

へ
の
不
満
と
詩
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
伝
わ
っ
て
き
た
」
、
「
中
也
は
「
詩
人
は
辛
い
」

で
表
現
し
た
よ
う
な
感
情
を
ど
こ
か
で
ず
っ
と
抱
え
て
お
り
」
、
「
詩
自
体
よ
り
も
詩
を
通

し
た
作
者
の
、
こ
こ
で
は
中
原
中
也
の
人
間
を
見
る
の
が
好
き
」
）
第
三
部
の
詩
群
か
ら
、

「
中
原
中
也
」
と
い
う
詩
人
の
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

＊

＊

「
教
科
書
〜
」
に
お
け
る
印
象
に
残
る
詩
の
傾
向
と
し
て
、
「
共
感
」
、
「
発
見
」
、

「
違
和
感
」
が
あ
る
。
「
共
感
」
は
第
三
部
の
詩
群
に
多
く
見
ら
れ
、
「
発
見
」
は
第
一
部

の
「
サ
ー
カ
ス
」
「
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン
」
等
に
お
け
る
「
異
化
」
と
そ
の
表
現
の
受
容
や

「
言
葉
な
き
歌
」
「
骨
」
に
お
け
る
言
葉
と
感
情
の
乖
離
、
死
生
観
の
繋
が
り
、
「
違
和

感
」
は
「
早
春
散
歩
」
「
子
守
唄
よ
」
で
見
ら
れ
た
自
分
と
中
也
の
感
覚
の
違
い
、
と
言
え

る
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
重
要
な
感
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
授
業
と
し
て
一
つ
の
成
果
が
得

ら
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

３

そ
の
他

 

㉑
私
は
中
原
中
也
と
聞
く
と
小
学
校
の
時
に
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
サ
ー
カ
ス
が
な

ぜ
か
頭
の
中
に
残
っ
て
い
た
。
「
ゆ
あ
ー
ん
ゆ
よ
ー
ん
ゆ
や
ゆ
よ
ん
」
と
い
う
特
徴
的
な

リ
フ
レ
イ
ン
で
一
つ
一
つ
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
考
え
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
、
高
校
で

は
合
唱
部
が
中
原
中
也
の
詩
の
歌
を
歌
う
な
ど
詩
や
中
原
中
也
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
。
（
Ｆ
）

Ｆ
さ
ん
は
山
口
県
出
身
の
学
生
で
あ
る
た
め
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
中
也
に
触
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
合
唱
部
が
中
也
の
詩
を
歌
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
詩
と
い
う
素
材
を
メ
ロ
デ
ィ
に
載
せ
て
歌
う
と
い
う
方
法
で
詩
に
親

し
む
有
効
性
で
あ
る
。
今
後
の
授
業
の
参
考
に
し
た
い
と
思
わ
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

成
果
と
課
題

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
新
し
く
導
入
し
た
事
前
解
説
動
画
の
予
習
は
、
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
た
後
で
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
池
田
さ
ん
に
は
展
示
の
見
ど
こ
ろ
と

苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
館
内
解
説
で
は
主
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
に
つ
い
て
の
解
説
が
多
か
っ
た
た
め
、
展
示
全
体
の
ね
ら
い
や
苦
労
し
た
点
な
ど
に
つ

コロナ禍における中原中也記念館ワークショップの試み
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い
て
は
話
し
た
こ
と
が
な
く
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。
学
生
に
と
っ
て

も
、
展
示
全
体
の
ね
ら
い
を
予
習
で
知
る
こ
と
で
、
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
の
流
れ
が

頭
に
入
り
、
漫
然
と
展
示
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
前
解
説
動
画
の
録
画

は
、
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
行
い
た
い
と
池
田
さ
ん
に
提
案
し
、
了
承
を
得
て
い
る
。

三
密
を
避
け
る
た
め
の
二
グ
ル
ー
プ
入
れ
替
え
制
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
今
後
も
有
効
な

方
法
で
あ
る
と
感
じ
た
。
一
階
の
展
示
室
は
十
二
名
が
一
つ
の
場
で
聞
く
に
は
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
、
一
階
は
教
員
の
目
が
あ
る
が
、
二
階
は
完
全
な
自
由
閲
覧
で
自

分
の
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
大
学
生
に
相
応
し
く
感
じ
た
か
ら

で
あ
る
。
二
階
は
企
画
展
示
だ
け
は
な
く
、
ク
イ
ズ
を
す
る
と
こ
ろ
や
、
映
像
が
見
ら
れ
る

ブ
ー
ス
が
あ
る
の
で
一
階
よ
り
も
選
択
肢
が
多
く
、
二
十
五
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
自

主
性
に
任
せ
る
活
動
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
の
定
義
、
「
自
由
感
の
あ
る
「
活
動
」

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
関
心
・
意
欲
・
態
度
を
基
礎
と
し
た
主
体
的
な
学
び
の
力
を
育
て

る
」
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
教
員
が
解
説
す
る
の
を
聞
く
受
け
身
で
な
く
、
自
分
で
選
ば
せ
る
こ
と
も
手
応
え

を
感
じ
た
。
今
回
は
ほ
と
ん
ど
何
も
解
説
を
行
わ
な
い
ま
ま
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
せ
た
が
、

自
分
で
メ
モ
を
取
ら
な
い
と
書
く
内
容
が
な
い
の
で
、
多
く
の
学
生
の
メ
モ
を
取
る
姿
に
真

剣
さ
が
見
え
た
。
そ
の
よ
う
な
自
主
性
に
任
せ
た
後
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
は
、
意
欲
の
高
い
も

の
と
な
り
、
中
也
の
詩
に
興
味
を
持
つ
状
態
に
な
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
後
、
中
也
の

詩
の
よ
り
深
い
解
説
を
行
う
と
よ
り
高
い
学
習
効
果
が
生
ま
れ
る
と
予
想
で
き
る
。
今
後
は

「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
興
味
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
活
動
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

１

http://w
w

w.yam
aguchi-u.ac.jp/_8288/_8618.htm

l

山
口
大
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
（
１
）
お
お
む
ね

五
〇
人
、
（
２
）
講
義
室
等
の
収
容
定
員
の
お
お
む
ね
五
〇
％
、
（
３
）
出
席
す
る
学
生
間

の
距
離
を
一
〜
二
ｍ
程
度
確
保
し
、
対
面
と
な
ら
な
い
形
と
す
る
。

実
施
に
あ
た
っ
て
の
感
染
防
止
対
策
は
以
下
で
あ
る
。
（
１
）
講
義
室
等
は
可
能
な
限

り
窓
を
開
放
し
て
室
内
の
換
気
を
行
い
、
窓
の
開
放
が
で
き
な
い
場
合
は
、
授
業
の
中
間

（
三
〇
分
か
ら
四
十
五
分
を
目
安
）
に
小
休
憩
を
設
け
て
換
気
を
す
る
こ
と
。
（
２
）
授
業

担
当
教
員
及
び
受
講
す
る
学
生
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
授
業
開
始
前
及
び
終
了
後
は
手
指

消
毒
を
行
う
こ
と
。
（
３
）
授
業
担
当
教
員
は
、
各
自
の
健
康
状
態
に
注
意
を
払
う
た
め
に

「
健
康
観
察
表
」
を
記
録
す
る
よ
う
学
生
に
指
導
す
る
こ
と
。

対
面
授
業
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
受
講
者
全
員
に
ウ
ェ
ブ
（
就
学
支
援
シ
ス
テ
ム
）
上
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
受
講
者
の
意
志
を
確
認
し
て
い
る
（
対
面
授
業
再
開
に
お
け
る
申
請

の
条
件
）
。
ま
た
、
対
面
授
業
再
開
に
不
安
に
あ
る
人
は
、
遠
隔
授
業
の
形
で
も
受
講
で
き

る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

２

上
条
晴
夫
編
著
『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
で
国
語
が
変
わ
る

中
学
校
』
（
図
書
文

化
社
・
二
〇
〇
四
、
八
頁
）

３

注
２
に
同
じ
。
九
頁

４

https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=IX00D
rW

m
rpc&

feature=youtu.be

５

刈
谷
剛
彦
氏
は
「
批
判
的
読
書
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
著
者
が
書
い
て
い

る
こ
と
を
、
専
門
家
や
有
名
な
評
論
家
、
あ
る
い
は
大
学
教
授
が
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
と

思
っ
て
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
い
、
そ
う
い
う
態
度
を
も
っ
て
本
に
接
す

る
。
そ
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
、
書
き
手
の
論
理
の
勧
め
か
た
を
、
他
の
可
能
性
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
、
本
の
著
者
の
考
え
る
筋
道
を
追
体
験

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
思
考
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
批
判
的
読
書
の
方
法
で
す
」
。

（
『
知
的
複
眼
思
考
法
』
講
談
社
α
文
庫
・
二
〇
〇
二
、
八
九
〜
九
〇
頁
）

６

島
村
輝
「
異
化
」
（
『
読
む
た
め
の
理
論
』
世
織
書
房
・
一
九
九
一
、
一
六
五
頁
）

＊
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
中
原
中
也
記
念
館
の
全
面
的
な
協
力
の
下
で
行
う
こ
と
が
で
き
た

も
の
で
あ
る
。
中
原
豊
館
長
・
池
田
誠
学
芸
員
を
始
め
と
し
、
記
念
館
の
全
て
の
み
な
さ
ま

に
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
事
前
打
合
せ
・
当
日
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
本
稿
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
ふ
さ
わ
し
い
か
等
に
つ
い
て
も
、
記
念
館
全
て
の
皆
様
に
ご
確
認
頂
い
た
。
記
し
て
深
く

感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
。
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